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現状課題と目指す姿 

対象工程：射出成形工程 

FA向け 
センサ 

省エネ支援機器 
(電力計) 

パナソニック デバイスSUNX竜野 
（兵庫県たつの市） 

過去3年のIVIではフォーカスしていなかった「E：環境」のユースケース創出 

活動のスコープ (IVRA-Next) 

P： 
計画 

D： 
実施 

C： 
解析 

A： 
改善 

活動の視点 

M:材料 

M:方法 

M:ひと 

資
産

の
視

点
 

Q：品質 

C：原価 

E：環境 

D：納期 

M:機械 

M:材料 

M:方法 

M:ひと 

M:機械 

対象領域 
E:環境 

（設備・材料・方法） 

P： 
計画 

D： 
実施 

C： 
解析 

A： 
改善 

実証実験 
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現状課題と目指す姿（AS-IS） 

生産管理・製造部門 

・製造部門にもっと省エネの 
 関心を持ってほしい。 
・設備の消費電力は見える化 
 できているが、効率的な 
 動かし方は分からない。 

 

組織間の壁 
 

部門間で優先する 
指標が異なる 

見える化
データ 

見える化ソフト「KW Watcher」 

省エネ活動は停滞傾向 
エネルギー消費の大きい製造部門の省エネには踏み込めていない 

総務部門 

射出成形ライン 

消費電力 

サイクル
タイム 

稼働状態 
デマンド 
監視 

温湿度 

空調設備(エアコン) 

消費電力 

生産が最優先なので
設備の消費電力は
意識していない。 
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現状課題と目指す姿（TO-BE） 

生産管理・製造部門 総務部門 

生産性向上 

「エネルギー原単位」を指標とした生産シミュレーション 
➡ 生産性向上、および工場全体の省エネ目標も達成 

データ収集 
 

稼働・消費電力データ 

射出成形ライン 

消費電力 
サイクル
タイム 

稼働状態 デマンド 
監視 

温湿度 

空調設備(エアコン) 

消費電力 

シミュレーション 
 

エネルギー原単位を指標とした 
最適な生産計画 

省エネ目標達成 

データ分析・活用 
 

オペレーション改善 

エネルギー原単位 𝑼 =
総消費エネルギー 𝑬

生産個数 𝑷
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実証実験シナリオ 

実証実験シナリオ（動画①） 
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実証実験シナリオ 

②シミュレーション と ①実績データ の比較 

① 

② 

③ 

実績データの収集 

生産シミュレーション 

・理論原単位との乖離 ＝ 改善余地 
・設備稼働との関連性分析 → 改善箇所 

・対象の生産プロセスをモデル化 
・理想的な稼働状態・エネルギー原単位を算出 

・レトロフィットによる各設備の稼働状態、消費電力データを1秒周期で計測 
・エネルギー原単位の算出式を用いて、実績原単位を算出 

生産性とエネルギー消費を最適化する生産オペレーションを明らかにする！ 
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実証実験シナリオ 

生産 
計画 

① 実績データ収集 ② 生産シミュレーション 

③ シミュレーションと実績データ比較 

設備稼働（理論） 

E原単位（理論） 

生産性（理論） 

設備稼働（実績） 

E原単位（実績） 

生産性（実績） 

今年度はSTEP1として「シミュレーションモデルの有効性」を検証 
※現実と同一の稼働データを与えてシミュレーション 
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実証実験とデータ分析 
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実証実験とデータ分析（動画②） 
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システムの構成 
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材料 
乾燥機 

射出 
成形機 

取出 
ロボット 

検査機 

温調機 

印字 

真空 
発生機 

材料 完成品 

検査 

読取 

① 実績データ収集 

③ データ比較・分析 ② 生産シミュレーション 

■BIツール  (Tableau) 
 ・エネルギー消費量 
 ・設備稼働状態 
 ・エネルギー原単位 

稼働 
状態 

ｻｲｸﾙ 
ﾀｲﾑ 

稼働 
状態 

稼働 
状態 

■ ■ ■ ■ ■ ■ 
LAN データロガー 

Panasonic 
ELC500 

■射出成形ライン構成 

■データ収集機器 

■帳票 

■シミュレーションツール   (WITNESS) 
 ・射出成形ラインモデル構築 
 ・パラメータ入力 
  (電力,稼働状態,サイクルタイム等) 
 ・生産シミュレーション 

消費
電力 

消費
電力 電力計 電力計 

Panasonic 
KW2M series 

PLC 
Panasonic 
FP7 series 

--- 
--- 

--- 
--- 数量 

順序 

①実績データ収集 および ②生産シミュレーション をもとに 
BIツールにより ③データ比較・分析 を実施 

CSV 

CSV 

完成 
数量 

1秒周期
で計測 

プログラムレス 
データロギング 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

実証実験の結果（生産性） 
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設備ごとの稼働状態・消費電力の推移を見える化し、 
理想オペレーション(シミュレーション)との比較評価が可能となった 

② シミュレーション 
  (稼働状態) 

① 実績データ 
  (稼働状態) 段取り遅れ 

② シミュレーション 
  (消費電力) 

① 実績データ 
    (消費電力) 

チョコ停 

↓理想的な完了時刻 

→生産遅延 

 ↑ 
設備単位の分類・集計 
 ↓ 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

実証実験の結果（エネルギー原単位） 
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各設備の稼働状態、消費電力を1秒周期で収集したデータをもとに 
シミュレーションモデル構築・検証 

No. 生産日 生産数量 
ロットごとのエネルギー原単位 [W/pcs] 

実績値 シミュレーション 誤差(絶対値) 

1 2019年1月16日 4,800 2.020 1.878 7.5% 

2 2019年1月17日 6,600 1.458 1.487 1.9% 

3 2019年1月18日 6,600 1.466 1.385 5.8% 

① 実績データ収集 ② 生産シミュレーション  
 
設備毎の時系列データ 

‣収集周期：1秒 
‣収集項目：96 
‣対象設備：8 
 

収集したデータ点数 

‣2,500万点 

 
 
エネルギー原単位算出 

‣誤差：7.5% 
 
誤差要因 
‣モデルに反映できていない 
 変動値、非定常作業など 

 

シミュレーションモデル検証結果(n=3) 
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STEP 実証実験の成果 

‣実績データ収集 ✓設備ごとの稼働状態、消費電力データを 
  1秒周期で収集 
✓実績エネルギー原単位算出         

‣シミュレーションモデル構築 ✓対象ラインのシミュレーションモデル構築 
✓理想的な稼働状態算出 
✓理論エネルギー原単位算出 

‣シミュレーションモデル比較・検証 ✓実績値と理論値の比較、モデル修正 
  誤差7.5% 
 

‣シミュレーションに基づく 
  オペレーション改善、運用検証 

 
 
 

成果と今後の課題 
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「シミュレーションモデルの有効性」を確認 
➡ シミュレーションによる「実行可能な最適オペレーション」算出 

今
年
度

 実
証
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成果と今後の課題 
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‣エネルギー原単位が最小となる 
 最適ロットサイズの算出 
 
‣エネルギー原単位をもとに金額換算し 
 オーダーごとの利益率を算出 
 
‣理想的なオペレーションを目標値とした 
 稼動監視・現場改善への活用 
 

「シミュレーションによる生産オペレーション最適化」実現へ！ 
特にエネルギー消費が大きい業種に対して、大きな効果が期待される 

今後期待できる内容・効果  
 

‣計測値が不安定(誤差含む) 
 ➡ データ収集期間、検証ライン増による   
   安定化 
 
‣更なるシミュレーション精度向上のため、 
 不足要素の抽出 
 
‣リアルタイムな生産オペレーションへの  
 展開 
 

今後の課題 


